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「幸せ」ってなんだっけ

福
岡
「政
策
の
参
考
に
」
熊
本
「実
い
の
数
、計
測
」

指
標
化
や
ア
ン
ケ

自
治
体
模
索

3 5  電 田にョ 14版

翻茎    々 首    秦 津

「
幸

せ

」
が
今
、
自
治
体

の
注
目

を
集
め

て
い
る
。
全
国

で
２０
以
上

の

自

治
体
が
住
民
の
幸
福
度

に

つ
い

て

議
論
し
、
「
国
民
総
幸
福

（
Ｃ
Ｎ
Ｈ
と

画
を

追
求
す
る

ヒ

マ
ラ
ヤ

の
小
国
ブ

ー
タ

ン
を
参
考

に
、
独
自
の

「
幸

せ
」

指
標
を

つ
く
る
取
り
組
み
も

始
ま

っ

た
。
た
だ
、
何
を
幸
せ
と
感
じ

る
か

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。　
一
つ
の
物
差
し

で

表
す

の
は
難
し
く
、
模
索
が
続
い

て

い
る
。
　

　

　

　

　

（
中
村
直
人

）

福
岡
県

の
小
川
洋
知
事
は
機

会
あ
る
た

び
、

「
県
民
幸
福
度

日
本

一
を
目
指
す

」
と
繰
り
返

す
。
念
頭

に
あ
る
の
は

「
こ
の

県

に
生
ま
れ
、
暮
ら
し

て
阜

か

っ
た
、
と
県
民
が
感
じ
る
地
域

づ
く
り

」
。
６
月

に
有
識

者
ら

に
よ

る

「
幸
福
度

に
関
す
る
研

究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
２
５
０

人

の

県

政

モ

ニ
タ

ー

を

対

象

に
、

「
実
感
と
し

て
ど
の
程
度

幸

せ

で
す
か

」

「
幸
福
実
感
を

判
断
す
る
の

に
重
視
す
る
基
準

は
何

で
す
か

」
な
ど
と

質
問

し

た
。結

果
は
幸

福
実
感
度
が
１０
点

満
点

で
６

●
鍋
点

。
３０
歳
特

は

他
の
世
代
よ
り
ほ
か

っ
た
。
女

性
は
家
族
関
係
や
健
康
を
、
男

性
は
仕
事
や
趣
味
を
重
視
す

る

傾
向

も
う
か

が
え
た
。
県
の
担

当
者
は

「
幸

福
実
感
度
は
内
閣

府
が

調

べ
た
全
国
並
み
。
調
査

を
継
続
し
、
細
か
く
分
析
す
れ

ば
、
政

策
の
優
先
順
位
を
判

断

す
る

材
料

に
な
る
」
と
語
す

。

最
初

に
幸

福
度

に
注
目
し
た

の
は
東
京
都
荒
川
区
。
２
０

０

５
年

に
「
荒
川
区
民
総
幸
福
度

」

の
導
入
を
決
め
、
指
標
づ
く
り

を
始
め

た
。
そ
の
後
、
京
都
府
、

さ

い
た
ま
市
な
ど
各
地

に
広
が

り
、
福
井
な
ど
＝
県
の
知
事
は

共
同

で
、
将
来

の
希
望
も
含
め

た

「
ふ
る
さ
と
希
望
指
数

」
の

研
究

に
取
り
組

ん

で
い
る

。

熊
本
県

で
は
、
熊
本
学

田
大

の
研
究
班
が

７
月
、
笑
い
の
数

か

ら
泣
き

・
怒
り

の
数
を
引

い

た
も

の
を
幸
福
度
と
す
る
案
を

蒲
島
郁
夫
知
事
に
提
出

し
た

。

「
幸
福
ウ

オ

ッ
チ

ャ
ー
調
査

員

を
選
任
し
、
経
続
的

に
自
ら

の

実
い

の
数

と
泣
き

・
悪
り

の
数

を
計
測
す
る
」

「
『
泣
き

』
は

う
れ
し
か

っ
た
り
、
感
動

し
た

り

し
た
場
合

で
も
あ
り
う
る

。

計
測

に
は
目
意
が

必
要

」
な

ど

と
指
摘
。
県
は
参
考

に
し

て
年

度
内

に
県
民
ア

ン
ケ

ー
ト
を

行

い
、
指
標
づ
く
り
を
目
指
す
。

た
だ
、
ま
だ
指
標
化
を
完
成

さ

せ
た
自
治
体
は
な

い
。
荒
川

区
が

こ
の
た
め

に
設
Ｅ

し
た

政

策
研
究
所
は

「
住
民
の
価
値

観

や

ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
様

々
。

。 デS替 手夕す?ジ リ歩 .子ラ

チュク前国王が1970年代、GNP

に代わる考え方として提唱した。
「経済的自立」「環境保護」「支化の

推進」「良き統治」を柱に、健康、

文化の多様性、地域の活力、教育

など九つの要素で構成されてい

る。GNHは 「Gross National

Happiness」 の略。 2008年 all定の

同国憲法に盛り込まれた。

自
治
体
が
幸
福
度
に
注
目
す

る
背
景
は
何
か
。
み
ず
ほ
総
合

研
究
所

の
辻
隆
司

・
主
任
研
究

員
は

「
長
引
く
不
況

で
地
方
は

経
済
が
疲
弊

し
、
少
子
高
齢

化

も
進
ん

で
い
る
。
人

々
は
国
民

総
生
産

（
Ｇ
Ｎ
Ｐ

）
で
は
表
せ

な
い
福
祉
や
教
育
な
ど
を
重

視

す

る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
声
を

行

政

が

無

視

で
き

な

く

な

っ

た

」
と
分
析
す
る
。

海
外

で
も
、

フ
ラ

ン
ス
の
サ

ル

コ
ジ

大

統

領

が

２

０

０

９

年
、
経
済
力
の
測
定

に
幸
福
度

を
加
味
す
る
と
表
明
。
ド
イ

ツ
、

オ
ラ

ン
ダ
、
韓
国
な
ど
は
幸
福

度
の
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
イ

ギ
リ

ス
も
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。
目
立

つ
の
は
先
進
国
だ
。

辻
研
究

員
は

「
先
進
国
の
間

で
、
環
境
破
壊
や
雇
用
不
安
、
世

代
間
格
差
な
ど

こ
れ
ま

で
進
め

て
き
た
政
策

の
負

の
部
分
が
認

識
さ
れ
始
め
た

。
経
済
的
な
数

値

で
は
測
れ
な
い
、
新
し
い
価

値
観

へ
の
転
換
が
起

こ

っ
て
い

る

」
と

指

摘

。
「
幸

福

度

の
研

究

が
進
め
は

、
政
策

の
優
先
度
を

測

っ
た
り
、
検
証
し
た
り

で
き

る
。
『
あ
ま
り
幸
せ

で
な
い
』
と

答
え
た
人

の
意
見
を
す
く
い
上

げ
る
手
段

と
し

て
も
有
効
で
は

な
い
か

」
と
話

し

て
い
る
。

海外でも注目

例
え
ば
、
公
日
の
増
加
が
ど
れ

だ
け
幸
福
実
感

に
結
び

つ
い
た

か
は
単
純

に
計
算

で
き
な
い

」

と
難
し
さ
を
打
ち

明
け
る
。

福
岡
県
は

「
客
観
的

に
測
る

の
は
困
難

」
と
、
指
標
化
を
見

送

っ
た
。

そ
れ

で
も
、
内
閣
府

の
研
究

会
が
８
月
、
①
経
済
社
会
状
況

②
心
身

の
健
康
③
家
族
や
社
会

な
ど
と

の
関
係
―
―
の

三

つ
を

柱

に
し
た
幸
福
度
指
標
の
試
案

を
ま
と

め
る
な
ど
、
動
き
は
止

ま
ら
な

い
。
東

日
本
大
底
災

の

影
響
も
あ
る

。
研
究
会
座
長

の

山
内
直
人

・
大
阪
大
教
授

（
公

共
経
済
学

）
は

「
震
災
後
、
家

族
や

友
人
と

の
絆

の
重
要
性
が

見
直
さ

れ
始
め
た

。
復
興
を
進

め
る
う
え

で
、
何
が
被

災
者

の

幸
福
実

感

に

つ
な
が
る

の
か
、

と

い
う
観
点
も
必
要

」
と
、
意

義
を
強

調
す

る
。


